























九大 ･理 郷 信 広
物性物理学では ｢もの ｣とその ｢状態 ｣とを対置して認識 し,与えられた ｢もの ｣が.
異った環境のもとで異った ｢状態 ｣をとることに興味をもつ｡例えば温度 というパラメ
クーを変えることによって,鉄が常磁性体から強磁性体に転移することに興味をもつ.
これは ｢もの ｣の潜在的に持っている性質が環境の変化によって開示されるものと理解








物理学は,構成している ｢もの ｣の多様性の側面 と,生 きている状態が平衡状態から大
きくはずれている側面の両面をにらみながらおし進めてゆくべきものと思われる｡
さて複雑多様なものとはなにか ?最 も重要なのは核酸 と蛋白質セある.分子生物学の
発展以前には,これら生体高分子の複雑多様さは.1全 く手のつけられないものと言 う感
じであったが; 最近 20年間の研究によって.とれら生体高分子が.核酸においてはわ
ずか 4種,蛋白質では 20種の低分子の重合 してできた高分子であることが明らかにさ
れ.これらの分子の間のかかわ り合いも,非常に簡単なものであることが分った｡
生体高分子の機能 を理解するのには,しかし,高分子の化学組成だけでなく,その立











質の立体構造の ｢息吹き ｣という概念が生まれた｡ すなわち溶液中で蛋白質の立体構造
は大きな揺動をしていると言 うのである｡ノアロステック蛋白の概念にも`,実は,立体構
造の揺動が陰に仮定 されている｡ そこで.結晶のX線解析から得られた硬い蛋白質のイ
メ-ジと,H-D交換等から得 られた柔 らかい蛋白質のイメージとの矛盾をとり除 くこ
とが問題 となる｡これは,生 しなま)の蛋白質の立体構造は統計力学的にいかなる もの
であるかと言 う問題である｡この問題は,当然蛋白質の変性の機構 ともからんで来 る｡
















京大基軌 京大理米 垣谷俊軌 多田宏子米
生体の営みは物質の濃度分布,エネルギー分布等にっいて平衡から遠 くはなれた状態
でおこなわれている｡ そして非平衡状態にあることが,生体の物質代謝の制御をたくみ
に行なわせていると考えられる.ところで生体の制御の機能を高めていを要素として,
極度に機能を専門托した優秀な物質 (蛋白貰,核酸.脂質,イオン.その他 )と,それ
ら物質の機能を結合させる巧妙な回路網の二つが重要である｡′我々はここでは後者の回
路網のしくみにっいて考える｡まず生体に於ては,物質の流れやエネルギーの流れは外
からの刺激に対してかなり安定でなければならず.又免疫,再成,適応等の変化の機能
も兼ね備えていなければならない｡従って系の制御は安定性と可変性をもっている必要
がある｡ このような性質は平衡から遠くはなれた定常状態が幾種類も存在 し,それらの
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